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明

治3

年
（1870

）7

月

　
横
浜
の
弘
明

商
会
が
横
浜
・

海
岸
通
り

と

東
京
・

築
地
河
岸
に

そ

れ
ぞ
れ
発
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き

　
蒸
気
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に
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浜
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東
京
間
の
通
航
を
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横
須
賀

造
船
所
で
建
造
し

た

弘
明

丸（250

噸40
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力
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就
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程
時
間90

分
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品
川
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る
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当

時
は

港
の
桟
橋
が
完
備
さ

れ
て

い
な

か
っ

た

の
で
　
船
舶
は
沖
に

碇
泊
し
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シ

ケ
に

よ

っ
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役
が
お
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な
わ
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手
前
の
波
止
場
は

異
人
波
止

場
と

よ

ば
れ
　
外
国
貨

物
用

で
あ
り

　
中
央
に

見
え
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波
止
場
が
日

本
波
止
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っ
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に
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国
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留
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応2

年
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）
の
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火
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建
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ぶ
き
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瓦
造
ま
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造
に

す
る

と
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っ
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耐
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す
ぐ

れ
た

建
築
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明

治5

年9

月12

日（1872

年10

月14

日

）
横
浜
－
新
橋
の
間
に

間
通
し

た

鉄

道
は

蒸
気
船
な

ど
と

と

も

に

文
明
開
化
の
シ

ン

ボ
ル
と

さ

れ
た

　
当

時
の
人

び

と

の
目

に
は
「
あ
た

か
も

人
間
に

羽
翼
を

付
し

て

空
天
を

翔
け
る

に

似
た
り

」

と

う

つ
っ

た

の
で
あ
る

　
こ

の
図
は

汽
車
を

描
い
た

数
多
く

の
錦
絵
の
な

か
で

も

か
な
り

忠
実
に

車
輛
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し
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る
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明治五年（一八七二）三月　神奈川県令陸奥宗光は横浜市街地改革－

地券制度を実施した　ここに示すのはその際に発行された地券のひ

とつである　この地券はタテ二六㌢㍍・ヨコ四四㌢㍍の大きさで和

紙を用い　規則の部分が木版刷のほかは　すべて筆書である　地券

交付はほぼ三か月かかり　同年六月ごろには完了したようである

横浜市街地地券横浜市史編集室蔵
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明治前期　地租改正の実施に伴って作成された田畑宅地

および山林原野の地図　本県では1874（明治7）年7月か

ら県下の各村でこの地図の作成が開始された　各村の戸

長・副戸長・村用掛の手で編製されたが　1間を1分に

縮尺した精密なもので地目により色分けがしてある　大

船村は現在の鎌倉市大船
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相模国鎌倉郡大船村地引絵図 鎌倉国宝館蔵
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横須賀造船所首長ウェルニーとその功績 横須賀市広報課提供

フランスの造船技師ウェルニー（左下）は慶応元年（1865）幕府に招かれ来日し

横須賀造船所の設計および着工にあたり　明治政府成立後も同首長として事

務を総覧し1876（明治9）年帰国　川村海軍大輔は東京・延遼館に離別の宴を

開き書棚・花瓶を贈ってその功労に報いた　写真はこのときに贈られた感謝

状（上）と現存の花瓶および直孫のF．ウェルニー氏の近影（右下）である
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堤石鹸のラベル 神奈川県立文化資料館蔵

1873（明治6）年　横浜の堤磯右衛門が三吉町に製造所を
設けたのがわが国の石鹸工業の始めといわれている　18

77年の内国勧業博覧会で花紋賞を受けてから堤の石鹸は

全国的に有名になった　その後は　中国・東南アジア方
面など広く海外へも輸出された　堤石鹸製造所は1893年
まで操業を続けた
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出
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形
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国
内
の
産
地
か
ら
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ま
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国
商
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お

茶
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で
再
製
の
上
茶
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つ
め
ら

れ
て

海
を

渡
っ

た

　
明

治
に

入
る

前
後
か
ら

輸
出

先
は
イ

ギ
リ

ス

に

代
わ
り

ア
メ

リ

カ

が
主
流
と

な

っ

た

　
ジ

ャ

パ
ン
・

テ
ィ

ー
の
茶
箱
に

は

初
め
木
版
刷
の
商
標
が
張
ら

れ
　
そ

の

絵
を

描
い
た

の
が
横
浜
浮
世
絵
師
で
あ

っ

た
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相愛社は明治の中ごろ　愛甲郡下の養蚕組合が神崎家の屋敷内に設

けた養蚕伝習所　社長の神崎正蔵は　荻野村（現在　厚木市荻野）
では一、二位を争う豪農地主で「荻野の殿様」とまでいわれた人
正蔵は相州の自由民権家でもあり　講学会の常議員として尽力した

相愛社社長神崎正蔵の屋敷図厚木市　神崎栄三郎氏蔵
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明治十年代の中ごろ　津久井郡では八割の農家が養蚕を

営み　糸に挽いていた　この生糸は　生糸商人の手を伝

わり　横浜へ運ばれた　写真（着色してある）は　農家の

主人がそろばんを片手に　訪れてきた仲買人に生糸販売

の交渉をしているところで　繭を煮る釜や糸挽き器など

もみえる

横浜への道沿いに栄えた養蚕農家津久井町　高城治平氏蔵
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